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(１

実践研究の視点

）これまでの研究から

高等部では，平成２年度から平成３年度まで，「集団の中でいかに状況に応じたかかわり

合いが展開できるか」というテーマの基に，生活単元学習を中心にして実践研究を進めてき

た。それは学校生活の中で，行動が自分本位で友達とうまくかかわれなかったり，周囲に気

をとられ自分のことがおろそかになったり，また，集団が変わってしまうと自分の力を十分

に発揮できない生徒の様子を目にすることが多く，集団におけるかかわり合いに課題がある

と考えたからである。また，卒業後，生徒たちが様々な集団の中で生きていくことを考える

と，その中で自分自身を表現し，集団の一員として，自分の持てる力を精一杯発揮し，かか

わっていけるようになることが望ましい。そのためには，相手や集団との関係の中で自分の

役割を意識し，自分自身を有効に表現できるようになることが大切ではないかと考えた。そ

こで，「役割意識」と「自己表現」に視点を当て，集団構成，学習活動，教師のかかわり方

の面から探ってきた。その結果，興味。関心や様々な役割を含んだ活動を設定しｊ反応的，

提案的に教師がかかわることで，役割意識や自己表現を高めることができるという成果を得

ることができた。一方，生徒一人一人に応じた学習活動や教師のかかわり方といった点では，

十分に深められなかった。

これらの成果と課題を踏まえ，これまでの研究をより充実させていく立場に立ち，集団に

おける生徒の役割意識の状態をさらに具体的にとらえ直すことにした。つまり役割意識の状

態を具体的にするとともに，生徒一人一人に応じた学習活動や教師のかかわり方を細かく探

っていくことが，わたしたちの実践研究を深めていくことにつながると考えた。

ところで，実践研究を深める上でどんなことを考慮すればいいのだろうか。

一つには，生徒の役割意識を見ていくときに，固定化された集団の中で個の役割意識がど

のように変容していくのかを，指導しながら時間をかけて見ていくことが必要である。生徒

にとってもっとも身近な学級集団を例にとって考えると，１年当初はまとまりが薄く，かか

わりも教師中心であるが２，３年となると次第にまとまりがでてくるといった様子が見られ

る。このことは学級集団が固定化し，継続的な取り組みがなされることから，多様な活動を

通じて，生徒の変容と集団の変容が相互に関連し合い，その中で生徒の役割意識が高まり，

まとまりが出てくるからではないかと考えられる。

二つには，生徒が役割をとらえやすいことが必要になってくる。役割として実際の活動に

結び付き，体験の機会の多いものなどが，より具体的でとらえやすいと考えられる。係や委

員会，給食当番活動など，自分の役割としての意識を持ってくるようになるのは，集団での

自分の位置付けが明確で，繰り返し活動することで，自分のすべきことを意識するようにな

るためだと考えられる。

三つには，活動が生徒の自我の段階や，欲求，興味・関心に即して設定できることが，有

効であると考えられる。このことは，研究前文での教育課程編成上の留意点（Ｐ１４～１７）や
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自我関与を高める上でも大切なことであり，またこれまでの実践研究の成果からも言える。

このことを踏まえて，高等部の生徒を見ると，自我の段階ではⅣ～ｖ段階が中心であり，自

分の将来の生活への意識や働くことに対しての興味。関心が高まってきていると言える。自

分の力を発揮し達成した喜びや，周囲からの承認，また仲間意識などへの関心も高く，生徒

の意識がより社会的なものへ向けられていることが分かる。

最後に，指導法としての深まりとともに教育課程の編成という立場と関連させていかなく

てはならない。このことはすなわち，学校教育目標や学部教育目標を達成させていくことで

もある。先に述べた高等部での教育の位置付けや目標など考慮すると，高等部教育において

中核をなす指導の形態での実践研究は有効であると考えられる。

これらのことは次のように整理できる。

°集団，成員，教師が固定化して集団と個の関連性の中で，縦断的に，また継続的に変容

を見ていきやすいこと。

°役割が具体的で，それぞれの生徒にとってとらえられやすいものであること。

°活動が生徒の欲求，興味。関心に沿ったものであること。

。高等部の教育課程において中核的な指導の形態であること◎

以上のようなことから，これらの条件を，全て満たしている指導の形態である作業学習で実

践研究を進めていくことにした。

(2)わたしたちの目指すかかわり合い

アかかわり合いの豊かな生徒とは

実際の生徒の行動を分析していくと，役割の意識と自己表現は関連しており，意識の高

まりぐあいが即ち自己の内面の表出として，「行動」という結果につながると考えた。そ

こで，これまでのわたしたちが目指すべきかかわり合いの豊かな生徒像について，改めて

とらえ直してみた。

具体的に図１において考えてみる。農耕の鉢上げ作業で生徒Ａがビニールポットで土を

入れる作業に取り組んでいる。生徒Ａの役割は「土をビニールポットに入れ生徒Ｂに渡す」

ことであり，生徒Ｂの役割は「苗を植える」ことである。そして，二人の所属する集団の

目標は，「鉢上げをする」ということになる。

生徒Ａは，集団の目標に沿って，自分のすべき作業の「土入れ」を意識し取り組む。

その行動が，より望ましい姿になっていく段階を考えてみると

①一「苗を植える」という生徒Ｂの役割を意識し，（Ｂのために）適量の土を入れた方が

よいことを行動に移すことで，かかわりが望ましくなっている。

②－土入れをした鉢があることを生徒Ｂに確実に知らせ，生徒Ｂの意識を促すことが，作

業の速度を上げることになり「たくさん出来ること」を理解する。そのことが「言葉掛

けを確実に行い，集中して取り組む」ことへとつながる。

③一集団全体の作業の流れぐあいや各成員の役割を意識し，うまく作業が流れるように調

整したり，必要な励ましや指示などの言葉掛けを行ったりするようになる。

1００



=＝〒、ｿ畠、ご'ｖ②入れよう：…………………腿…………………｜者｜
：Ｉ

ｉｌ 蝋驚脳鱒繊||の｜｜のＩ：，

《入れる…卜…+…電か墓副蕊髪概減1役｜｜高Ｉ：，
…………一………………………….｜割’

00

一みんなと協力して③
効率的に入れよう『･…･･･…--…･･･…････････････兇･…．．…･･…･･･…･…･･･‐’
：みんなに遅れないようにしよう｡私;|の’

,諭祁料一難撫謡鮒維;|意’
て入れる｜り｜；「Dさん鉢がありません。！…｜：鉢を準備するDさんが遅れている｡；|識I
Iq

ﾉ

;僕も答えよう：

....….......ｒ……...~.…..‘

ｌ
ｌ
ｌ
ｒ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｏ

目
標
に
対

…………I.~…

わたしの(土事は
ビニールポット

に土を入れる

一一一一一一一一一一一一一一面一一一一一一一一一一弓

①

Ｂさんとの関係の中で

生じる生徒Ａの役割意識

,■⑧■■｡“■■■●●凸凸中■●●●勺一■⑧－■も凸●中①■●●■●U■旬■■BB■■由■■■■ー守口

丁寧に

入れよう
①

ｉＢさんは，私の土の入れ方によってｉ

雫蕊えやすさが異なってくる｡土が少ｉ
；なくては根が出る。多いと植えにく；

．Ｉ

、
、

，
ｎ
〃
‐
詞
〃

Ｉ
１
Ｉ
ｌ
ｉ
ｌ
１
１

す
看
意

適麺入れる

い

こ●丁寧に土を入れよう
－■⑧■■曲一■①牛■■■凸■■■‐■■■⑧■｡ｂ⑧■■■■■■B■ーＢー■■■

ｉＦ－ｊ－－

ＩＩ
ｊｌ

ｌ他 ！
|識Ｉ

わ
り
の
豊
か
さ

『･▽一宇一色甲･

Ｉ ：

１，．．Ｗ

早くたくさん｜
入れよう

;土の量が適度でｉ
iとても植えやすいな！

僕も答えよう

．.…..…..ｒ……

１０１

達成すべき目標に向かって課題解決に取り組んでいる場面で，自分の役割や他者

の役割を意識し，自己の内面を言語や動作などを使って有効に表出し，人や物に働

きかけている生徒。

早く植える早

全体の流れ
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かかわり合いの豊かな生徒のとらえ方とともに，実際の作業学習でのいろいろな場面で

の生徒のかかわり行動を見ていきながら，作業学習本来の目標である「働く力」，具体的

な目標項目（知識。技能。態度面）との関係を整理してみよう。鉢上げの生徒Ａの例で考
えると，かかわり合いが豊かになっていく様子は，集中力や正確さなどが養われて高まる

お願いします」ｉＬ－－－－１
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このように集団の目標に対する生徒Ａの役割のとらえ方も単に「土を入れる」だけでな

く質的な高まりが徐々 に見られてくる。一方，このような生徒Ａのかかわりで苗も植えや

すくなり，丁寧に植えたり，言葉掛けに答えたりするなど生徒Ｂのかかわりも豊かなもの

になる。

そこで,、わたしたちは目指すかかわり合いの豊かな生徒を，自分に期待されている役割

について他の成員との関係の中で相互に意識しながら有効に行動として内面を表出してい

くものであるととらえ，次のように定義した。

図１鉢上げ作業に携わる生徒Ａの役割意識

集団の目標鉢上げをする

Ｂさんの仕事は

階.＝一ルポットに

苗を熊える

根が出敢い

値ｋうに植える

全休の流れを

見て植える



ことでもあることが分かる。この

ようにかかわり合いの豊かな生徒

の定義を踏まえて考えてみると，

作業学習の目標を達成した生徒の

行動は，その生徒の役割意識の高

まりとともに有効に表出される行

動とも重なる。したがって，当然

作業学習の目指す方向とわたした
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役割の意識の高まり

自己の内面の有効な表出

ちの目指す「かかわり合いの豊か 図２作業学習と実践研究の関係

な生徒」は相互に関連し合い，学部教育目標に対して同一方向に高まっていくものであると

考えた。（図２）つまりかかわり合いの豊かな生徒を作業学習の中で見ていくと，望まれる

生徒像は，作業学習の目標項目によっても示されるわけである。また，生徒一人一人の特性

等を考えていくとそれぞれにかかわり合いの豊かさがあるのではないかと言える。例えば，

自我の発達段階がＩ～Ⅱ段階の生徒は，なかなか他の作業まで理解することは難しく，自分

の分担された作業を意識したり教師などの援助を受け入れたりするなどのことが豊かな姿で

はないかと考えた。

そこで自我の発達段階等も踏まえ，作業学習における望まれる姿を表１のようにまとめた。

表１作業学習において望まれるかかわり合いの豊かな姿

イかかわり合いを豊かにするための方向'性一役割。集団－

わたしたちは，かかわり合いの豊かな生徒像を明確にするとともに，作業学習の目標と

同一方向で目指していることや役割意識を高めていくことはかかわり合いを豊かにするも

のであることを確認した。その中で，役割自体が生徒にとってどのようなものであるのか

という点が重要であると考えた。また，その役割も生徒が自分の所属する集団での他の生

徒との関係において存在することを考えるとき，集団において生徒間の関係がどのような

状態にありそれぞれの生徒はどのような意識を持っているのかなどが大切と言える。した

がって役割のとらえ方，集団の在り方やその変容について明確にしていくことは，かかわ

り合いを豊かにしていくための重要な方向性を示すものと考えた。そこで役割や作業学習

の集団について述べてみたい。．

１０２

自我の段階

Ｉ～Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ～Ｖ

望まれるかかわり合いの豊かな姿

。教師や友達の援助を受け入れながら自分の仕事の手順を意識し，分担された作業で，
一つ・っの製品への取り組みを最後までやり通し，その地徒なりの言語や動作で言葉掛
けやあいさつなどができる。

・自分の仕事における手順や全体での位置付けなどを理解し，製品の良否出来高などを
意識した行動ができるとともに，教師や他の生徒と必要に応じた言葉掛け，あいさつ，
協力ができる。

。作業全体での自分の立場，作業分担の手順，位置付けを理解し，全体の出来高の向1三
を．{･分に意識した行動ができるととも;こ，相手の能力に応じた適切な言葉掛けや励まし
ができる。
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鉢上げ

(ｧ）「役割」について

かかわり合いの豊かな生徒のとらえ方と同時に，その定義にも示されている「役割」

について具体例を通してみてみると更に次のようなことに気付く。

これまでの研究の中では，役割のとらえ方として研究紀要第７集において

a・作業上の役割

集団の目標に取り組むための必要な作業とし

ての位置付けにより生じる役割

ｂ・対人関係上の役割

集団内の生徒同士の人間関係の位置付けによ

り生じる役割（例えばリーダーとフォロアー，

友好関係など）

_iL|↑直
←かかわり合い-ヶ

集団活動において，ある人がある特定の位置（地位）に就くとあ

る特定の行動を行う。それは，その位置に期待される行動と言える。

このように，各々の位置を占める個人に期待される行動を役割とする。

役割とは，

これを基に生徒Ａの集団での位置を整理すると

．「鉢上げ」において「土を入れる（適量，早く）」という位置

・生徒Ａが集団の中で生徒Ｂと相互選択関係にあったり，２年生として経験を持って

いたり自我の発達段階が高く，他の生徒への仲間意識を持ち，世話をしたりすること

を期待される存在という位置

この位置に対しての意識が高まることによって「土入れ」が適量になったり，早く多く

取り組んだり，言葉掛けや援助をしたりするという望ましい姿になるのではないか。この

ように考えると作業学習において役割は次のようにとらえられる。（図３）

土入れ

作業上の役割

aヘム１

作業学習の集団では，

103

苗植え

このようにとらえていくと，役割意識を高めていくには，作業上の役割と対人関係上の

役割の両側面で高めていかなければならないと言える。では，この二つの役割はどのよう

な関係にあるのだろうか。作業上の役割と対人関係上の役割の関係は，相互に関連し合っ

ているがその高まり方には，異なりがあることが分かる。（図４）

○作業上の役割と対人関係上の役割の関連1性

鉢上げの例で生徒Ａと生徒Ｂのかかわり行動を支える役割意識を二つの側面で見て

みよう。生徒Ａが生徒Ｂにかかわっていくには，土入れを適量にする，植えやすいよ

うにするという作業上の役割意識が高められる必要がある。と同時に，生徒Ａが生徒

Ｂに対し「リーダー的な位置関係である」という対人関係上の役割意識の高まりがか

かわりへとつながっていくのである。

○作業上の役割と対人関係上の役割の異なり

この両側面の異なりは，その高まり方の違いとして年間を通して見られる。作業上

徒Ｂ生徒Ａ

ｂ

対人関係上の役割ｌ

図３作業学習における

役割のとらえ方



生徒一人一人の役割意識をこのようにとらえてくると，定義におけるかかわり合いの豊か

な生徒を踏まえると，集団の中で自分や他者の置かれている位置に対する役割意識として，

２つの側面を考えていく必要がある。つまり，両側面の関係を考慮しながら，高めていく指

導方法があり，研究を深めていくための一つの方向‘性と考える。

(ｲ）作業学習の集団について

生徒一人一人の役割を作業上の役割と対人関係上の役割という２つの側面でとらえた

が，その役割が成立する作業学習の集団をどのようにとらえればよいのだろうか。特に，

対人関係上の役割については集団の成員である生徒同士の関係が大きく関与してくる。

その関係がどのようになっていくことがかかわりの豊かである集団と言えるのか。これ

らの点を踏まえ，ここでは，作業学習の集団の特性や集団の維持・発展ということを含

めて述べてみたい。

作業学習における集団は，教師を含めた６～８人で各コースとも学年，’性別，能力，

特性等を考慮して構成されいる。成員である生徒同士は，すでに小。中学部での生活で

相互の理解や対人関係が形成されている者もあり，全く知らない者同士の集団とは言え

ない。しかしながら，年度当初は作業学習における集団の目標である「○○を作る」と

いうことに関しては，協力関係をどのように成立させたらよいかという意識は，まだ生

じてこない。そこから，集団は年間を通してどのように変化していくのだろうか。そこ

で，園原，広田（1955）などの学級集団の構造の変化のとらえ方を参考にしながら，これ

までの作業学習の集団の様子を考慮して図５のようにまとめてみた。学級集団と作業学

習の集団とはその大きさこそ異なるが，基本的に学校教育の中で教育目標に対して意図

的に組織され，指導者としての教師が存在するなど類似した性格を持っている。また，

図４作業上の役割(a)と対人関係上の役割(b)の関連性

の役割については，題材初期のころは，見通しが持てず，具体的な知識，技能も低い段階

であるが，取り組んでいく中で徐々に高められていく。しかし，これは題材が変わるとま

た低い段階になってしまう。したがって，題材ごとにその高まりは見られることになる。

ただ，各作業コースにおいての基礎的知識，技能は習得されていくので木工なら木工なり

の窯業なら窯業なりの知識や技能等は年間を通して積み重なり，徐々に高められていく。

一方，対人関係上の役割は，題材ごとにリーダーとフォロアーといった関係の成立が異な

るのではなく年間当初から徐々に高められていくものである。
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教師と生徒という一

対一の関係が主であ

り，生徒間の結び付

きは弱い。それぞれ

の生徒が生徒との関

係を模索する。

'、

相
互
関
係
の
状
態

１

[二一隻 団の変容 ／

I／

１０５

全体のまとまりを保

とうとするリーダー

が存在し，集団全体

のつながりが平均的

になり，集団として

の決まりや雰囲気も

作られていく。

○一生徒⑧一指導者

図５作業学習の集団の変容

その目標の置き方において作業学習の場合は「○○を作る」ということでより具体的であ

ることから，集団自体は，学級集団と同様に望ましい方向へ変容していくものとしてとら

える。しかし，精神発達に遅れを持つ本校生徒にとってその関係作りの道筋は必ずしも図

の通りになるとは言い難い。学年末になれば最終段階に達するというわけではなく，あく

までも作業学習の集団でのかかわり合いを見ていく中での一つの望ましい集団の状態像と

してとらえるものである。

このように作業学習の集団というレベルでもかかわり合いの豊かな姿があり，集団全

体としての方向性としてわたしたちが目指すものであると言える。この点についても，

役割と同様に研究を深める上で考慮していく必要性があると考える。

(3)今回の研究の視点

ア研究の視点

これまでに，わたしたちが目指すべきかかわり合いの豊かな生徒像を中心として，役割

のとらえ方や作業学習の集団の変容について述べてきたが，前項で示された方向性に沿っ

て指導方法の中心となるものが研究の視点と言える。つまり，研究の成果と課題も踏まえ

てみると，生徒一人一人の役割意識（作業上の役割と対人関係上の役割に対する意識）を

高めていくための具体的な手立てとして「学習活動」と「教師のかかわり方」があったが，

そのことを方向性に沿って明確にしていくことが必要である。ただ，学習活動は実際の活

動内容の質的な面より，計画段階の活動の設定の仕方を重要と考え，今回の研究の視点を

「学習活動の設定」と「教師のかかわり方」とした。

関
係
図

目
標
の
共
有

集団としての意識が

高まり，リーダーを

中心として相互に同

一の目標に向かって

行動しようとする意

識が生まれてくる。

そのことにより共有

が一層深まる。

ド
集団という意識が低

く共有しにくい状態

ではあるが，それぞ

れの役割を意識して

取り組むこと，指導

者が示すことで一応

の共有はされる。

縁
生徒同士の選択的

な関係（好き嫌

い）が生じたり，

力関係で優位な生

徒が出てきたりし

て生徒間の単的な

関係が多い。

他の特定の生徒へ

の行動への関心が

高まる中で類似し

た行動を取ろうと

いう程度の意識を
持ちながら共有す

る。

蕊
生徒同士相互の理解

が深まるとともに関

係が拡大され幾つか

のまとまりができ

る。男女の組など生

徒同士のかかわる頻

度も活発になるが大

きなまとまりとして

lま不|･分である。

生徒同士の中でわれ

われ意識が高まると

ともに一緒にするこ

とへの意識も高ま

る。部分的な集団に

おいての共有が活動

とともに成され，深

まってくる。
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研究の視点 。学習活動の設定

･教師のかかわり方

学習活動の設定と教師のかかわり方を視点として取り組んでいくわけだが，これまでの

生活単元学習の実践を踏まえ，作業学習の実践ではどのように探るのか考えてみよう。生

活単元学習では，単元ごとに活動内容に応じて様々な役割の設定ができ「横への広がり」

を探った。しかし，作業学習では，題材等においては必要な活動内容や役割等はあらかじ

め限られたものであり，一定の継続となる。そしてその上で「学習活動の設定はどうある

べきか」という視点から探ることは，生徒の役割意識の状態に応じたものなど「質的な深

まり」を明らかにすることになるのではないか。また，作業学習では「○○を作る」とい

う目標の下，作業そのものが集団全体の学習活動と言えることから，集団の状態に対して，

題材や年間レベルでの望ましい学習活動の設定の在り方を探ることができるのではないか。
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さらに，教師のかかわり方についても，これまでの提案的，

反応的などのかかわり方が，題材の繰り返しの活動の中で集団

や個に応じて具体的にどのようにあるべきなのかなど，教師自

身の言葉掛けや援助の在り方として具体的に明確にされるので

はないかと考える。このように考えてみると今回の研究におい

ては「学習活動の設定」と「教師のかかわり方」を，より「具

体的に質的な深まり」を探ろうとするものといえる。

イ研究の視点と自我関与，自己の意識化との関連性

ところで，研究前文で述べたかかわり合いの豊かな子供を目

指す研究の観点である，自我関与や自己の意識化との関連はど

のようになるのだろうか。学習活動は，生徒のかかわり行動の

対象であり「何をするのか｣｢どうするのか」など生徒の興味。

関心の対象であると同時に必要な知識や技能などを習得する活

かかわり合いの豊かな生徒

|望まれる姿|｜
４１１１１１１１１１｜Ｐ

唖Z型１

1０６

動とも言える。学習活動の設定が役割意識を高めるようなもの図６研究の視点と自我
であることは，生徒が学習活動に対して適度な自我関与を持て 関与。自己の意識化

ることとなり積極的な行動として現れる。そしてその結果，「自分にもできるんだ」とい

う自己の意識化を促すと考える。一方，教師のかかわり方については，教師とのやりとり

を中心として学習が成されることや指導者として作業学習の集団の中で，教師の言動が生

徒の関心の対象となったり，かかわりのモデルとなったりすることから学習活動の設定と

同様なことが言える。つまり，教師のかかわり方が，生徒の役割意識を明確にしたり気付

かせたりすることになり，活動に対して適度な自我関与を促し，かかわりを豊かにしてい

く。生徒も教師との関係の中で，「先生と同じようにできた」などの自己の意識化を促し

ていくことになる。このように，学習活動の設定と教師のかかわり方は生徒の興味。関心

や必要な知識，技能を高めたり，コミュニケーションを促したりする手立てとなり，有効

であれば自我関与や自己の意識化を促していくと言える。したがって，自我の発達を促し，

更にかかわりを豊かなものにしていくと考える。（図６）

教師の

かかわり

学習活動

の設定 教師の意図



焼き付けする寸けする

２実践研究の内容
（１）学習活動の設定’1）学習活動の設定について
わたしたちは，これまでの研究において“学習集団が達成すべき目標を共有し，その目標
に向かって取り組んでいける学習活動'，の設定が，生徒の役割意識を高めるとともに，自己
の内面の表出を豊かにする重要な要素であることを確認した。（研究紀要第８集）そこで，
作業学習の実践においては，“目標の共有”ということを考慮しながら，先に述べた二つの
役割を基にどのような学習活動を設定していけばよいのかを探っていくことにした。

の潅目宙〃
ア

ＯＣ

を考慮し，次のような学習活動を考えた。

－１０７

弓標に沿い作業に取り組む。一つの初を1'Fっこいソ哩畦v~v°､…、ー'‘=，~－.一一

，一つの作業工程も数多くの手順に細分化される。それらの作業工程や手順の一つ一
目標に対しての役割であると考えるとき，その役割にそれぞれの生徒が自らの持て』Ｚ
十分に発揮しながら取り組むことが“目標を共有すること”ととらえられる。『板ホ
るコースターの製作』で考えてみよう。ここでの集団の目標は「コースターを作る」
であり，「切断する」「中ぐりをする」「面取りをする」「焼き付けをする」，更Ｉ
農紬1分,縦'｢辰雄幸‘うこ霊iこｾﾂ型_工i垂竺呈塗室達１１雪｣といった（

９

ちながらも一つの役割を遂行する生徒Ｂもいる。（図７）
このように，日常見られる生徒の様子やわたしたちの目指すかかわり合いの豊かな姿を
考えたとき，それぞれの生徒が持てる作業上の役割のまとまり，言い換えるならば，役害
に取り組んでいく上に必要な知識・技能・態度を高め，更に目標や他の役割との関連性￥
害裁式サーでいく学習活動が必要であると考えた。そこで，個々の生徒の自我の段階や実篇
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年度当初や題材の導入時は，作業上の役割については不明確な状態である。そこで，図

８に示すように各題材の導入時においては自我の段階を考慮し，目標や目標に向かうため

に必要な作業上の役割の意識化を図ることを主に，また，生徒各自が自らの作業上の役割

を意識した段階で，生徒一人一人の実態に応じて，個々の役割意識を高めていく学習活動

を設定する。

表２作業上の役割意識を高める学習活動

【自我の発達段階Ｉ～Ⅱ段階】

この段階の生徒にとっては，作業への見通しが持ちにくく自分の役割も意識しにくい。そこで

[目標一自分の役割］の結び付きを図るために次の活動を設定する。

○状況が固定化され，結果の明確な，短スパンの活動

I自我の発達段階Ⅲ段階】

この段階の生徒は，目標へのある程度の見通しは持てるものの，そこに必要な役割への意識は限

られていることが多い。そこで［目標一必要な役割一自分の役割］の結び付きを図るために次の活

動を設定する。

○様々な作業工程を経験させる活動

【自我の発達段階Ⅳ～ｖ段階】

この段階の生徒は，必要な役割はおおよそ意識しているものの，それぞれの役割を遂行していく

ために必要な知識や技能についての十分な理解は図られていない。そこで，［目標一様々な役割一

自分の役割］の理解を促すために次の活動を設定する。

○様々な作業工程を経験させる活動

○役割に必要な知識や技能の理解を促す活動
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人が作業上の役割を十分に遂行できるようになることが一因として考えられよう。そのこ
とに加えて，成員間の関係が構築され，集団が発達していくにつれ，相互に援助し合った

り，適切な働き掛けが可能となったりなどの自主的・協同的な活動が多く見られるように
なることも大きな要因と考えられる。

集団発生当初，生徒間には心理的な関係が形成されてはおらず，また相互理解も十分と

は言えない。それでも，それぞれの生徒が作業上の役割を意識し取り組むことで，目標の
一応の共有はなされるのだが，場を共有し，相互に働き掛け，反応を受け止め合うという

相互作用を繰り返していく中で，作業における自分の位置付けやそれにかかわる他者への
気付きが促されていく。さらに二人の間で経験差，能力差といったものを受け止め，垂直
的な関係を形成し，更にはより大きな集団の中での関係へと発展し，リーダーシップやフ

ォロアーシップを培っていくのである。このように相手と自分の関係を築いていくことに

より，例えば「焼き付け」がしやすいように材料を並べて渡したり，受け渡す材料の量を

考慮したり，また相手の指示を受け入れたりなどのように，相手の役割に合わせて自分の

役割を調整し作業をするようになり，目標に対しての活動がよりスムーズに展開されるよ

うになるのである。

わたしたちは，目標に対して集団内の成員相互がより有機的に結び付き活動していくこ

と，成員相互の関係性を高めていくための学習活動の設定が重要であると考え，集団の発
達を基にしながら生徒間の関係を考慮し，次のような学習活動を考えた。

Ｉ年度当初は，対人的なつながりが不十分であり，生徒は教師との関係を母体としてい
る。そこで，活動する場を共有させ，同様の指向を持った生徒への意識を促すようにし

ていくため次のような学習活動を設定する。

○役割について意識させていく教師とのやりとり活動

○「出席を確認し合う」「他の生徒の作業の様子を見合う」など，集団の他の成員

への気付きを促す活動

他の成員への気付きを基に，生徒同士の選択的な関係や力関係など集団内での生徒間

のおおよその関係が生まれてくる。またそれらの関係を基に，生徒同士の相互理解が一

層図られ関係が拡大されてくる。そこで，相互選択関係，被選択関係といった生徒間の

関係を考慮しながら，二者間，小集団，作業集団全体と集団の大きさを発展させ，生徒
間の関係‘性を深化。拡大させ生徒間相互の役割を強化。高次化させるために次のような

学習活動を設定する。

○生徒同士でのやりとり活動

生徒相互の探索的なかかわり合いを促し，場の共有を図らせ活動相手への理解を促す。

。材・料の受け渡し，言葉掛けなどの直接的にかかわり合う活動

○役割交替活動

他の成員の役割を意識させるとともに，自分の役割，他の成員の理解を促す。

°分担された作業を交替する活動

○役割固定による共同活動

二者間，小集団の目標の下，役割を設定し，共感的関係や相互理解を促す。
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以上の学習活動を生徒間の関係の拡大に沿って整理したものが図９である。

。二人の間に印刷機に用紙をセットする係，印刷機を操作する係を設定し，印刷
に取り組ませるなどの活動

○生徒間で役割を分担できる協同活動

二者間，小集団の目標の下，成員相互で必要な役割を分担させ，相互理解，援助
的関係を形成する。

。上記の印刷の係を生徒同士で決めさせたり，相互の活動の様子を見て自分の活
動を判断させ取り組ませたりする活動

○競争意識を用いた活動

小集団内の成員同士の関係を深め仲間意識を高める。

°小集団間の競争意識を刺激し取り組ませる活動

○集団の雰囲気や凝集性を高める活動

集団内で活動することの満足感や自己効力感，成就感を高める。
。販売活動や消費活動，成員相互による評価活動

110

○集団の凝集性を高める学習活動

－|’ ＪＬ

図９成員間の関係性を高める学習活動

これまで述べたように，わたしたちは学習活動を類型化し設定していくことにした。実
際の授業場面においては，集団内の生徒問の関係をとらえ，学習活動の類型を基本に踏ま
えながら，個の実態を基に教材・教具や場の設定などを考慮して具体的な学習活動を設定
していくことが必要であると考える。そのことで，個々 の成員の役割意識の高次化が図れ
るとともに，成員同士が豊かにかかわり合い，個及び集団の発達が図れるものと考える。

○教師と

○他の成

促す活動

のやりとり活動

員への気付きを

’

’
－－－－１

他の成員への意識を高

める学習活動

○リーダー･を中心に，ｉＩ

標設定や役割分払して取

り組む活動

－■一』

○作業工程前後の生徒同

士のやりとり活動

○二者間での役割交替活

動

○相互選択関係を基にし

た役割同定の協同活動

○相互選択関係を基にし

た役割を分担できる協同

活動

､二者の関係性を高める

学習活動

○小渠団による役割固定

の協同活動

○小集団による役割を分

担できる協同活動

○ノI喋団同上の競争意識

を用いた活動

○被選択関係を錨Eした

役割固定の協同活動

○被選択関係を基にした

役割分担できる協同活動

小集団内での生徒相互

の関係性を高める学習

活動

作業架団全体の生織目

互の関係性を高める学

習活動



)教師のかかわり方について

ア教師のかかわりとは

教師は集団や個に応じて直接的，間接的にかかわることで，個の役割に気付かせるとと

もに集団としてのまとまりを持たせながら目標を達成させていく。その教師のかかわりは

生徒にとってモデル的な意味合いも持つことから，教師は集団の一員としても，集団を目

標に向かわせる指導者としても，成員個々に大きく影響を与える存在であると言える。そ

こで，教師のかかわりを「学習集団が目標に向かっている過程において，その集団，ある

いは集団の成員一人一人に目標を意識させ，達成させていくための教師のあらゆる意図的，

意識的行為である。」ととらえることにした。

作業学習の集団が自我の発達段階の異なる個々の生徒によって構成された集団であるこ

とを考えながら，どのようにかかわっていくことが望ましいのかを探っていくことで，よ

りよい教師のかかわり方を明らかにしていきたい。

イ教師のかかわる方向性一役割意識を高めるための基本的姿勢－

わたしたちは作業学習の集団における個々の役割意識を，作業上の役割意識と対人関係

上の役割意識の二つの側面でとらえてきた。個々の役割意識を高めていくためには，教師

はこれらの二つの側面に対･してどのようにかかわっていけばよいのだろうか。

作業学習では，生徒一人一人に作業工程や手順を準備し，役割を遂行させていく。その

ためには生徒の自我の発達段階を基にしながら，興味。関心に応じた役割を準備し，それ

ぞれの知識，技能，態度を高めるようにかかわっていくことが望ましい。基本的には，役

割を明確にし，意識させるようにかかわり，作業に対する見通しを持たせながら定着させ

る。そしてできるだけ自分で遂行できるようにし，高次化させるようにかかわる。題材ご

とにこれらのかかわりが繰り返されることで，作業上の役割意識が高めていけるものと考

える。

また，学習集団は，成員同士が互いに話し合ったり触れ合ったりする中で徐々に発展し

ていく。しかし，発達に遅れのある生徒たちは，他者の意図を含めた人的，物的環境への

気付きや意識が薄かったり，自ら環境に働き掛ける方法や意欲を持てなかったりすること

から主体的にかかわっていこうとすることが希薄である。そのため，集団の成員同士のか

かわりの変化に応じて，成員同士の結び付きを促したり，強めたりする教師のかかわりが

必要になってくる。集団の初期の段階では，成員個々のかかわりが希薄であることから，

成員を結び付けるようにかかわり，選択関係ができてきたらそれを基にしながら，生徒同

士のかかわりを広げ，強めていって集団としてのまとまりを持たせていく方向でかかわる

ことが大切になってくる。

つまり，作業上の役割意識については個々に応じて役割意識を高めていくようなかかわ

り，対人関係上の役割意識については成員間の関係を次第に広げていくようなかかわりが

基本になってくる。これらのことをまとめたのが図10である。

（２）

ア
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図１０役割意識を高めるための基本的姿勢

ウ具体的な教師のかかわり方

わたしたちは前述のように「教師のかかわり」「役割意識を高めるための基本的姿勢」

についてとらえてきた。また，前回の研究で教師が反応的，提案的（研究紀要第８集）に

かかわることで，役割意識を高め，自己の内面を表出していくことにつながることを検証

してきた。これらのことを踏まえて実際場面でのかかわり方について具体的にしていきた

い。今回，授業分析を重ねていく中で，同じかかわりでも，個に応じて，教師のかかわり

方が異なってくるということが認められた。手を取り，近い位置で事細かに接していくか

かわりから，意図的に集団全体へ投げ掛け，生徒の気付きを促していくようなかかわり，

更に社会へ目を向けさせるようなかかわりまでが認められた。教師は，個の役割の意識の

状態をとらえて個へ迫りうるかかわり方をこれらの中から，随時，選択してかかわってい

ることになる。このように考え，教師のかかわり方は，以下のように，大きく三つに分け

てとらえられる。

の
役
割

対
人
関
係
上

／個々に働き、／選択関係の、／被選択関係、′集団として、

掛け成員の生徒同士のも含んだ結の結び付き

結び付きを＞一》〈び付きを広＞一》〈結び付きを＞－，〈＞
〈

を強めてい

作っていく強めていくめていく〈
、 ／ 、 〆 、 ０／ 、 ノ

1１２

◎間接的，集団の中でのかかわり方（図12）

集団の中で全体へ呼び掛けたり,教師が身近な生徒にかかわったりすることで,そのかか

わりを見ながら学ばせる。生徒Ａが自分の役割を分からないとき，生徒Ｂや集団全体へ

◎実際的，直接的なかかわり方（図11）

生徒に直接,個別にかかわっていく方法｡一対一に近い形でのかかわりが望ましい。具

体的な物を用いての説明や指示で，より現実に近いほどいい。コースターの焼き付けの

説明においては，実際に生徒Ａと向き合いながら，教師Ｔは，生徒Ａへのかかわりであ

ることを分からせるために，直接手を取りバーナーの握り方，焼き付ける方法等を一緒

鯨期鴛麓鷺鱒掛議悪撫T･一○‘
り，その方向に体を向けてやるなどする。このかかわり方は作業上の役図１１

割について十分に意識できていない題材初期，対人的関係が教師中心である年度当初の

かかわり方として，また，かかわる範囲が自分中心である自我の発達Ｉ～Ⅱ段階の生徒

には特に有効になってくる。



くための手段となってくる。直接的なかかわりよりも有効になってくる場合もある。

教師rが｢Ａ君の仕事臓何だつ…｡」と発問する二Ａ○傭､'一○・
とで，生徒Ａの気付きを促し，生徒Ｂには生徒Ａの役割 Ｔ②

を意識させられる。

また，「Ｃ君の姿勢はいいね。」など他をほめること ，

で，生徒Ａの意識を喚起させ，行動を促す。目標に向い

ている行動を強化するように「Ｃ君がほめてたよ。」と Ｔ

他者を意識させながら賞賛する。このかかわり方は生徒 図'1２

Ａに生徒Ｂや集団への意識が必要で自我の段階がⅢ段階から上の生徒に対して有効だ

と考えられる。Ⅲ段階以上になるとかかわる範囲が限定されるものの友達に目を向け

Ｉ

～

Ｖ

目
我
の
発
達
段
階
↓

られるようになり，他の生徒を介した発言や動作も意味を持ち，役割意識を高めてい

わり方は生徒

段階がⅢ段階から上の

る範囲が限定されるも

や動作も意味を持ち，

わりよりも有効になっ

Ｄ
効
向
て
る

苧
価
密
或
議

直接的

実際的

;霞禽

学習を進めていく中で生徒の役割意識は変容し

ていく。それに応じて教師はかかわっていくわけ

だが’教師のかかわり方の基本的姿勢と自我の段

階から図14のように具体的なかかわり方を整理で

きる。

実際場面ではこのようなかかわり方で生徒にか

かわっていくわけだが，この中には教師の意図が

あり，その意図を生徒に正確に伝えて，目標に沿

うような行動を引き出していくことが大切になっ

てくる。そこでその意図をより具体的にするため

に中山（1984）による精神発達遅滞児の授業分析

カテゴリー項目を参考にしてみた。（表３）

役割意識の変容→→

土会的

間接的

集団の中で

1１３

図１４具体的なかかわり方

Ａ

◎社会的なかかわり方（図13）

集団全体の評価をすることで，集団としてのまとまりを促していける。そして，集

団の中だけでなく社会的なものとのかかわりや，承認という形で外へ目を向けさせて
いきながら満足感を持たせていく。ｉこのコースターは今まででいちばんよくできて

います。‐と賞賛することで，集団の作業結果の評価を自分の評価として受け止め，

これからも協力して頑張ろうと集団全体の機能にも，目○

を向けながら向上を目指していく気持ちを起こすことが

で きる。Ｔ

また，「使う人が喜んでくれるね。為と言うことで，図1３

自分の作業と製品を使ってくれる人との関係を考えることができてくる。このように

社会的なかかわりは，集団の中での承認より大きく，社会的道徳観や価値観などが関
聯したもので，生徒がどのように行動することが望ましいのか，正しいのかなどに気
付かせていける。自我の発達段階がⅣ～Ｖ段階への生徒へは意識的に社会的なかかわ

り方をする星とで，社会へ目を向けさせるようにしていきたい。



このカテゴリー項目は授業分析を通して，よりよい授業を目指していくためのものであ

り，「発言」と「動作」の項目ごとに更に細かく見ていくことで，教師の意図をより明確

にできる。その際，精神発達遅滞児教育においては，言語の理解，表出が困難な生徒もお

り，非言語的コミュニケーション（主として教師や生徒の身ぶり，動作）も重要な要素を

占めており，発言と動作を組み合わせてかかわることや，そのときの状況や場面によって

は待つ，見守るといったかかわり方をすることでより個に応じられるものと考えられる。

以上，具体的なかかわり方をカテゴリー項目と合わせて示したものが表４である。

表３授業分析カテゴリー項目のとらえ方
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教師の発言

項目

感情受容

賞賛

勇気付け

発問

説明

指示

批判

修正

項目のとらえ方

生徒の応答や態度°気持ちを受容し明確にする発言

生徒の発言や行動等に対し，賞賛したり，勇気付ける発
一
一
一
目

学習内容や学習の過程（手順）等についての発問

梁習内容や手順等についての説明や意見

教師が生徒の学習活動について指示，要求する発言

教師が生徒の発言・行動の不適切なことを指摘したり，

修正したりする発言

教師の動作

項目

例示的

動作

促し動作

項闇のとらえ方

教師による学習内容や

手順などについての例

示（示範）動作

教師の生徒に対する学

習活動への促し（介

助，援助）動作
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表４役割意識の変容に伴なった個の段階に応じた教師のかかわり方
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～意識の変容に伴なった個の段階に応じた教師のかかわり方 ＝＞

恐怖愛容

i:｛世・塊気付lｊ

発旧

脂示

批判修正

発刑

説明

世賛・助気付け

批判修正

指示

例示的動作

促し肋作

ｒ；

|Ｉ

ｌｏｌ
’’

|'，
|：

例示的助外

促し助作

1鋤i受容

賞貸・醐気ｲ･I岬

説Ｉｙｌ

粥示

批判終正

発111】

i例緬作一
■凸■AAO■９Ｆー■■一＝■専専専専■

，（里L"動作

---一一一－－■一一一一一■－一一一■■■一~~~

ご ＞Ｉ●‘-･わご＝●災藤崎に．小純に．U雌に［令＝●
■=■■■Ｕ甲U字■＝＝■－－h歯■■U■ー■産■■一一■画■丙■一即腕U韓甲騨一画■一一一ー事一■h自画“岬■U■ＦＦロー色刷叡一

侭|雛Jに＝，＝●《＝●【●：●‐------9●-－－－一一-－－－－－一一一一一一一~－－一一一一

1－－－一一一一一一----一

役刺に脚いている行鋤｡気樵…震《蕊‘・瀞に岡…､る徹動･気傭湧謹受容･明確→製『騨職'いている満飢気臓菖唇。．→
|存'明確化

一一…－－:…‐１塾適『一ｺご:Ｗ麗Fミー砿州Ｉ函饗iii’'零篭竺登…二一…今？…二～１睡接的に

実際的に，動作老仲っ.ご･簡潔に厚=●実際的に‘勤作を伴って（-令実際的に［-今
■■●“■U■■U■■■『■■■■■■■■＝“■■｡■＝

守一■凸自■■QＯＵＯＦ一凸色色■■■一専専専専ﾛ■自一Q舞凹勺■■由■らーＵＷＵＷ百画一卓空軍■吟■■~U■UUUUUU?Ｗﾏﾏ■■“■■■■自由■■ー守一一曲■■■甲UU丙専？＝■■■■■■Ｆ

| 簡潔に,明確に壷令→→→→→
･直披的に→直按的に’間接的膿，→‘●…烏詮……骨…●…………‐
鵬難”じ…－－……毒……”今→：●＝●こ●

実際的に.ｉｉｉ純瞬.明w:：→実際的に’1ﾘ'快に‘-●…‐_…‐→→正賊相互炎渉として
－－－一■■一一一一一一

世Ｉ蛾Ｉに→→‐‐‘●_l塑ｆｌＩＥ:_宣型‘'に－－→：全一

'－－-.---------~‐一.~.．~一ｰ
笑隙1M｣に，１ﾘ]快に尾●正賊に‘柵互支渉として

■●■凸■ＷＵ甲h■■肝凸自自由自由■■■■Ｆ

１直恢的に，モデル的に〔二二●

こ●:今二･--●........ー●........_-......….,..､
牢-口■鹿■専守■■色色■型■■■■専専甲専一■■色色“■■■■■■甲専専■専専■■専専■■b■■■■一■L自国‐■■q一

→ ‘●---_辱●_－一三一一一一一



実践研究の内容として，研究の視点「学習活動の設定」と「教師のかかわり方」において，

生徒の役割意識の変容や集団の変容に沿ってどのようにあるべきかを探ってきた。個々 の生

徒の自我の発達段階，それに伴う役割意識の違いに応じた学習活動の設定（PlO7～110）と教

師のかかわり方（表４）を設定していくことで，生徒が自分の役割，つまり作業学習におけ

る作業上の役割と対人関係上の役割に対する意識を高め，その役割に期待される行動として

有効な自己の内面の表出へとつながると考える。そのことは，生徒の自分への役割に関する

あらゆる事物，事象への自我関与が促されるとともに，実際に行動することで，「できた」

という満足感や「やり通した」という成就感が，更に取り組もうという自信や自己の意識化

を促していくものである。ひいては，生徒の自我の発達を促し，かかわり合いの豊かな生徒

へとつながっていくものと考える。

1１６



段階

実践研究の方法

わたしたちは，研究内容を基に生徒たちのかかわりの姿を実際の授業の中で実現するととも

に，作業学習の集団におけるかかわりの在り方を探るために授業研究を行い，学習活動の設定
や教師のかかわり方について次のような流れで探ってみた。（図15）
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図１５研究方法の流れ

(1)実態を探る

わたしたちの探っていった研究内容では，目指すべき生徒像で示した集団の発達と役割意

識のとらえ方という２つの方向‘性を考慮していった。今回の実践研究が年間を通した継続的
なものとしたとき，年度当初からのその２点についての実態把握が研究における指導方法の

「学習活動の設定」や「教師のかかわり方」を考える際の重要な前提条件となる。したがっ

て，まず，この方向‘性の２点についての実態を探っていかなければならない。

ア集団の状態について

集団については，ソシオメトリックテストを基にしながら，生徒の作業学習での実際の
かかわり方を記録し，生徒間のかかわりの関係をまとめていくようにした。

イ生徒の役割意識の状態について

生徒一人一人の役割意識を２つの側面（作業上必要な役割に関するもの，集団内での対

人関係において生じるもの）からとらえることにした。基本的には，研究内容に示した表
１，図５においてどのような状態（役割についての理解の高まりや他の生徒とどのような
かかわり方をするか等）なのかを見ていくことにした。そして，学習指導案の個人目標と

の関連で役割に関する実態としては，知識，技能，態度の面からとらえることとした。

(2)学習計画を立てる（仮説の設定）

わたしたちは，作業学習における実践研究を深めていくために，集団の変容や役割意識の

状態という共通の方向性を考慮して探った学習活動の設定と教師のかかわり方の内容を実際
の授業において検証していくことにした。そのための手続きとして，まずはわたしたちの集
団のとらえ方や役割のとらえ方を反映させた学習計画を立てることで仮説を設定することに

した。本時の主な学習活動は，研究内容の学習活動の設定の考え方を基に，教師のかかわり

方も表４に基づいて指導上の留意点に設定するようにした。また，生徒一人一人の役割意識
が高められ自己の内面の表出も豊かになったかかわり合いの豊かな具体的な姿を「望まれる

かかわりの姿」として示していくことにした。そのようにして設定された学習計画を次のよ
うな学習指導案の形で作成していった。
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<学習計画（指導案）の具体例＞

望まれる生徒のかかわり合い

Ａ ＢＣ

雌
分 主な学習活動 指導上の留意点 準備
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そ薙続騨購
にしておく。
「計皿」の工程の生徒

蕊蕊窪

イ生徒のかかわり行動の分析

アにおいて記録された行動について，そのかかわりがどうであったかを作業学習におけ

る役割の２つの側面から分析して，行動の評価を行った。事前に設定された望まれるかか

わり行動を基にして，作業上の役割の遂行はどうだったか（ａ），対人関係上の役割の意

識はどうだったか（ｂ）を表６のような段階を設定し，生徒の行動に対して評価していっ

た。分析場面において，ａについては瞬時その行動の変化として継続的に評価するが，ｂ

についてはその時々に見られる生徒から他へ（他から生徒へ）のかかわりについてどのよ

うなかかわりや対人関係であったかを見ていくこととした。（表７）

表６役割意識の状態の評価

響蕊賑
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〆会、-／~、=／~、=〆壷、－〆串、=〆詞、_／雨、_／南、一~、

（３）授業を分析する。

実践の仮説として設定した学習計画（指導案）に沿った実践において，実際の生徒や教師

の行動について記録し，その分析を行うことで検証していった。

アかかわり行動の記録

生徒や教師の授業場面での実際の行動をできるだけ細かに記録するために，表５のよう

な記録用紙を作成し，かかわり行動の記録をしていった。記録に当たっては，生徒や教師

がどのような方向（対象）にかかわっていったか，その時のかかわり方はどうだったかを

生徒や教師の表情，言葉，動作などにおいてできるだけ客観的に記録していくようにした。

また，集団全体でのかかわりの様子が分かるように，これまでと同様にアクショングラ

ムを作成することとした。

表５かかわり行動の記録表

過程主な学習活動教師のかかわり行動生徒のかかわり行動｜
発言動作生徒Ａｌ生徒Ｂ｜生徒Ｃｌ生徒Ｄ’

主な学習活動
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作業上の役割意識の状態ａ

作業上の役割を意識していない。染匝の目標
に飛関係な行動。望まれるかかわり行動に関
係ない行動。

1と３以外の行動。

什業'二の役割を意識している行動。集団の月

標に滑った行動。望まれるかかわり行動。

1～３を波線で連続的に示す

対人関係上の役割意識の状態ｂ

・他の生徒や教師に対して全く働き掛けていなか
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かどうか。
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ていたか．またかかわられたことに対して自分な

りに応じたかかわりがみられたかなどの点につい

て，考察の11:で述べていく。
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表７かかわり行動の分析表
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ウ教師のかかわり行動の分析

生徒のかかわり行動がどうであったかに関連させて，教師のかかわり方がどうだったか

を分析していくことにした。研究内容でも述べたが，教師のかかわり方がその時々の集団

や生徒に応じたもの（研究内容の表４に沿ったもの）であったかとともに，生徒のかかわ

り行動との関連で適切（不適切）であったかを見ていくようにした。具体的には，かかわ

りの対象を矢印で明記するとともに，そのかかわり行動がどのような形態であったかを表

４に基づき分析していく。その行動が生徒の実態に合ったものかどうかを考察とともに述

べていくようにした。

鳥,，

エ集団全体の分析

集団全体でのかかわり行動は，アクショングラム

によりその授業でのかかわりの対象の広がりやかか

わりの頻度によって活発にかかわっていたかどうか

などを見ていくことにした。（図16）

(4)題材の評価をする。

教師１Ｌ一一割全体

ＡＩ／へＩＤ
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作業学習での一題材を終えた時点で，生徒たちの役一一状況に合っている一状況に合っていない

割意識の変ｲﾋや集団としての変化の状態を見ていくこ…かかわり合いの度数を意味する

とで，題材における学習活動の設定や教師のかかわり図１６アクショングラム

方としての留意点が妥当であったかどうかを見ていくことにした。具体的には，題材を通して，

わたしたちがとらえた役割意識の２面において，作業上の必要な役割に対しての理解や技能的

な習熟の度合いなどの向上が見られたり，集団内でのかかわりが適切に見られたり，かかわる

対象が広がったりしたかなどの面で評価していくことにした。と同時に，自我関与と自己の意

識化について，促進できたかという点で生徒の変容を交えて評価していくことで，題材自体が

妥当であったかどうかを検討．，考察することにした。

このような研究の考え方や手順を踏まえて実践したのが以下に示す実践例である。

集団や生徒の変容を通して研究してきた立場から，１学期の実践と２学期の実践の比較にお

いてわたしたちのとらえた研究仮説が検証されると考え，２つの実践例を示すことにした。
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４実践例

実践例として窯業コースにおける２つの授業

（１）題材機械ろくろによる製作

（２）場所窯業実習室

（３）対象高等部窯業コース男子２名，

（４）本時

研究を比較させながら述べていく。

Ｃ

ﾞ「分かりました」「お願いします」などの言
葉掛けを確実に行うことができる。
･準備，後始末などの活動に進んで取り組むこ
とができる。

女子４名計６名

実践例１平成５年７月１４日（水）

「湯飲みの製作」

ァ目標

○一緒に作業をする生徒や前後の工程の生徒に言葉掛け
をしながら，協力して作業に取り組むことができる。
○自分の分担作業で気を付けることを意識しながら，作
業を行うことができる。

個人目標

実践例２平成５年１０月19日（火）

「コーヒーカップの製作」
ア目標

○コーヒーカップの製作に必要な作業工程を分担し，

前後の工程の生徒に言葉掛けしながら作業に取り組む
ことができる。

○自分の分担作業を確実に行うことができる。
個人目標

Ｋ・Ｍ

｡Ｋ､Ｍの言葉掛けを受けたり，渡された粘土
を見たりして一人で「型への打ち込み」作業
ができる。Ａ Ｍ，Ｙ

両手
を型

力を入れて粘土

※実際については授業記録を参照

【■：

,J淵勘認催需懲蛤瀧士を
渡すことができる。
粘土を適量切ることができる。

Ｏ･Ｒ

｡Ｙ､Ｔの活動を見たり，言葉掛けを受けたりして
「水を掛ける」「型をろくろにセットす
る」などの必要な作業に自ら取り組むことが
できる。
･ろくろの手順を理解し，粘土の状態に注意を
向けながら作業できる。

Ｈ・ＫI目

選択関係

Ｓ・Ｔ

０－

¥;y濁擬惑赫龍翻職を
とができる。
･粘土にしわがないように確認しながら粘土を
丸めることができる。

打ち込み－

1２

画|喋柵淵識赫蝋

一教師のかかわり方
・前後の工程の生徒同士，小集団の成員同士の結び付きを

更に強め，自分の作業への意識を高めるようにかかわっ

ていく。

ＭＹ－作業技能を高めるために直接的,実際的発言と動作

蓋繍蕊鎌鶏繍淵
￥鼎需繍鱒紬整雛せる間接的な間

一学習活動の設定

。比較的選択関係にあると思われる二人組での作業を引き
続き行い，一緒にあるいは場を近付けて作業させてい
く。 一学習活動の設定

･「機械ろくろ班｣｢ｺｰﾋｰｶｯブ加工班｣の二つの
小集団で役割を固定して活動するようにする。

計量。丸めるＹ,Ｔ－カッティングＫＭ－

，膳L"鯉願書｣陰紬毒鋤ﾃ；ヅ
ヒヵロ

’盛§｜言葉掛け,工
ろくろ成形Ｓ､Ｔ－取っ手付けＨ・Ｋ

･粘土の計量一

準備Ｏ､Ｒ

計量Ｓ･Ｔ

丸めるＫＭ

ろくろ成形一

補水Ｈ・Ｋ
交替

成形Ｙ,Ｔ

選択関係

一教師のかかわり方
・選択関係，及び前後の工程の生徒同士の結び付きを更に強

めるようにかかわっていく。

ＭＹ－感情受容を基本として直接手を取り，レバーを押さ

える促し動作や指示

蓋ﾉ鯨繍繍蘇…絢繍珊娯
群7蟹わり方についてﾓデﾙ的例示的動作直接的賞

打ち込みＭＹ
コカ

相互選択関係
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Ａ
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唇
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Ｈ
Ｋ

Ｋ
Ｍ

驚霧難藤珊議灘
､蕊餅篭灘雛課を入れて粘土

.噂鵜雌譜鵠鐘瀧慌勘
,錨:編為《薄く通りすぎ雌いように,こ
てを加減し態がら機減ろくろを操作できる。

Ｗ鮮諦鶏騨蕊駈救鰯
業することができる。

:繍灘撫瀧
を取り扱うことができる。

壌蕊将惚耀鴨耀蕊溺蝋
できる。

｡綿諜蹴饗締鯉鯉寮
・１お願いします」の言葉掛けをしながら材料
を
き
ひ
公
、

渡したり，０．Ｒに材料を作って渡したりで

蕊しっかりと固定して,切り､がまつす
になるようにカッティングできる。



表８実践例１の行動記録表
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表９実践例２の行動記録表
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表１０実践例１の分析表
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(6)分析場面による考察

実践例１と２において，生徒の役割意識の状態や教師のかかわり方について，研究の視点

と関連させながらそれぞれ分析していった。ここでは，作業上の役割についての意識は高い

が人とのかかわりにおいてやや希薄な面のある生徒Ｙ、Ｔのかかわり行動を中心に，対人関

係上の役割意識の状態が見られた場面について述べていきたい。（表10,表11）

実践例１は，生徒Ｙ、ＴとＨ・Ｋの機械ろくろでの成形活動を協同で行う活動を設定した

場面である。Ｙ、Ｔが数回成形した後，教師２の間接的指示でＨ，Ｋと役割を交替すること

に気付きＹ、Ｔは補水の分担に移る。Ｈ・Ｋは大まかな操作の手順は理解しているが，中心

部のへそを作らないなどの点については十分に理解していない。一方，細かな点についても

理解しているＹ、Ｔは，補水しながら，直接レバーに手を添えてＨ・Ｋの操作を援助し，「ま

ん中，まん中」と指示を出してかかわる。次に自分がレバー操作をする場面では「まん中，

もっと水をください」と補水担当のＨ・Ｋにこれまでより明確な指示を出している。Ｙ、Ｔ

は，持続的に作業上の役割は３段階を示しているが，Ｈ・Ｋはよそ見が多く時々２段階に落

ち込んでいる。しかし，Ｙ、Ｔの援助や言葉掛けで３段階に達していることが分かる。この

二人は選択関係にあるものの，相手にどのようにかかわるかという点で対人関係上の役割意

識が低かった。しかし，役割交替するこのような活動で，Ｙ，Ｔは相手（Ｈ・Ｋ）の能力や

特性等への理解を深め，Ｈ・Ｋに，より具体的指示が必要であることに気付いていったと考

える。そのことが，二者問の豊かなかかわりの形成を促している。また，教師は基本的に役

割交替への間接的な促しだけで，後は，二人のかかわりを見守るようなかかわり方である。

この教師のかかわり方を見ると，役割交替の間接的指示がＹ、Ｔの気付きを促している。

…
…
…
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時々よそ見をする。
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を取り手に付いた粘土をいじっ

て遊んでいる。

場所を交替していすに座る。

水を吹き掛ける
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表１１実践例２の分析表
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実践例２においては，Ｙ、Ｔは，Ｍ，ＹとＳ，Ｔとともに形成された小集団で，班長とし
ての役割を望まれている立場である。Ｙ，Ｔの作業上の役割意識は，常に３段階と持続して
いるが，Ｍ、Ｙについては打ち込みの態勢にはいる以外は，２段階に落ち込んでいる。その
態勢にはいるかかわりとして言葉掛けや肩を叩くという言葉と動作が有効になっている。そ
して，この場面では丸める作業から，次の打ち込みのＭ、Ｙに対してかかわる場面で打ち込
みの不十分さに気付き，教師２に対して訴える。教師２がそのことを受け入れ，Ｍ、Ｙとと
もに一緒に打ち込みをしてかかわりのモデル的促し動作を示す。そして，Ｙ、Ｔに「Ｍさん

に教えてね」と指示する。次のＭ、Ｙの活動についてＹ，Ｔは見守り，再度不十分さを発見
し，直接的に援助していった。Ｍ、Ｙが打ち込み機にしっかりはめないのを見てはめ直し，
「力」と言って一緒に押える援助をしている。また，その後の活動についても注意を向けて
Ｍ、Ｙの様子を見ていた。この行動は，Ｙ、ＴのＭ，Ｙに対する対人関係上の役割意識の高
まりと言える。また，打ち込みが十分できていないとろくろ成形が良くできないという作業
上の役割意識を高め，自分たちの班で不良品を出さないという班の目標とつながったかかわ
り行動と考える。

○学習活動の設定の面から

実践例１では，研究内容からＹ、ＴとＨ・Ｋの役割交替のある協同活動を設定している。
これはろくろ成形に関して作業上の役割意識の高まりがある程度見られているＹ、Ｔと，
まだ十分でないＨ、Ｋとで交替しながら相互の活動の在り方を指示，援助させるような活
動から二人のかかわりについて促していこうとするものである。先ほどの分析からもこの
活動設定を通してＹ，ＴはＨ，Ｋへのかかわりについての役割意識を高められたと言える。
また，実践例２と比べて二人が同じ活動をするといった，作業上の役割について，より共
有しながらかかわれた点が，相互の関係がまだ十分でない１学期においては適切な活動設
定であったと考える。
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も適切だったのではないか。
実践例２では，Ｍ、Ｙに関するかかわり方を教師２が例示的に繰り返し行うとともに，
「教えてくださいね」と直接的に指示している。また，「Ｍ、Ｙさんの仕事がない」とい
う間接的な発言での指示も見られ，いつもは自分の作業のみに取り組もうとしがちなＹ，
Ｔの対人関係上の役割意識，特に班長という役割意識について明確にし，高めていけたと
考える。

実践例１と実践例２を比較して，「あついけない」と気付いたように発言したことや手
を添えて直接的に援助を行ったり，相手の活動を気にしたりするような行動から，Ｙ，Ｔ
の対人的な役割意識が高まっていたと読み取れる。そのことと，教師が実践例２において
具体的。直接的に指示や例示的動作を行っていたことと関連があるのかもしれない。
○集団全体のかかわり行動の面から
集団全体のかかわりの様子の見られるアクショングラムや，集団の目標である製品の出
来高などによる評価については，次のように分析した。
アクショングラムにおいては実践例１は，二者間でのかかわり方が多いのに対して，実
践例２では，それぞれの小集団でのやりとりが見られる。学習活動全体を通して集団のか
かわりの広がりが見られる。（図17）
また，集団の目標である製品の湯飲みやコーヒーカップの出来高についても１単位時間
の中でも実践例１においては10個，実践例２においては20個と作業上の役割が増したのに生
産性は伸びている。このことは，個々の作業上の役割への意識が高まった結果ととらえら
れる。

実践例２では，湯飲み作りの作業工程に加えて取っ手作りと取っ手付け，カッティング
という作業が加わったため，その工程を大きく分割し，生徒それぞれに分担し流れ作業に
している。そのシステムの中で２つの小集団を作り，その中でのかかわりを豊かにしよう
とした。小集団であるのでそれを統率するリーダー的存在が必要になるが，Ｙ、Ｔにその
役割を設定し，中でも援助を要するＭ、Ｙと隣同士の位置におき，更にＳ、Ｔに対する手
伝いまで設定している。ＭＹについては分析場面のようなかかわりが見られたが，製作
段階でのＳ、Ｔとのかかわりはなく，準備，後始末において手伝うことを通してのかかわ
りとなった。ろくろ成形の評価までを役割として設定すれば，製作段階でのかかわりを図
れるようになると考える。
教師のかかわり方の面から
Ｙ、Ｔを中心として述べていくならば，実践例１では，役割交替に気付かせるような間
接的指示によって役割意識を高めていったと言える。それ以外では，Ｙ、ＴとＨ・Ｋの相
互のかかわりを見守るということに徹していた。そこで具体的，例示的に「こんなふうに
かかわってください」と指示や動作で示す方法もあると考える。しかし，そのようにせず
にＹ、Ｔ自身の判断によってのかかわりを引き出すためには「見守る」というかかわり方

ａ
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図１７アクショングラムによる比較



型

(7)題材の評価

２つの実践においては題材が「機械ろくろによる製作」ということで同じだが，その中で

の学習活動の設定や教師のかかわり方がどのようになされたかを示したのが次の表12,13であ

る。題材が進むに連れて関係性を深め，対人関係上の役割意識を高める活動設定になってお

り，作業上の役割においては，湯飲みの製作からコーヒーカップの製作に変わった時点（実

践例２）で意識化を図る活動が中心になっていることがわかる。教師のかかわり方は，集団

全体に対して徐々 に間接的，社会的なものが多くなってきている。また，生徒に対しては初

期は賞賛や感情受容，説明等が多いが，次第に促し動作や発問等生徒自身に気付かせていく

かかわりになっていることが分かる。また，それぞれの生徒が自分の作業上の役割について

表１２学習活動の設定についての分析表１３教師のかかわり方についての分析

☆☆☆☆☆

実践例２

１０／1９

実践例］

７／1４

教師のか

かわり方
実践例１

７／1４

実践例２

１０／１９

9～12月6～７脂4～５月
９～１２脂6～７月学習活動の設定 4～５月

冒ＯｏＣＣＣＣＯ

ｃＣＣＯＣＯ

一
一’一一一一ｌ》》

目に厄にｐＣ迄Ｏ

ごＯＯＯＯＣ厄Ｃ

躯W硬容

－１悪 識離繍 陣
一
．
帯
．
．
．
、

〆
☆
：
．

Ｉ齢f･
弱気付け

1謝り１
ｕ掘示

岬＃Z正

Ⅵ錨Ｂ１

Ｙ例示的圏

作

ｉ促し動作

☆☆津で
渋割の

意識化

を図る

学習活

動

〃

一
一
画
一Ｉ

》
》
一
一

S心ＣＯＣ迄心０

ｺC心ｏＯ

ＯＯＯＯ

ＯｏＣにＣＯ

週△
》
》
一
一ｌ

》
》
函
》

ilf綱４
gに○つＯ

ＤＯＯＯ

ＣＯ

ＣＯＣＯ

■
■
０
６
０
甲
・

一
補

F･ﾛﾛﾛーﾛーﾛ｡~・qb

鯉鰯工程を経験

暢磯欝議技

僅凝議する知識

☆☆‘;､､、
､･･････′、

作
業
上
の
役
割
に
関
す
る
活
動

鉦☆｛ ☆☆☆；☆☆
Ｃに心ＯＯ

Ｃ迄ＣｏＯＱｏ

つＯＯｃ●

C○つこぬＣＯ

ＣＯＯＣ垣Ｏ

Ｃ室ＣＣＯＯ

｡ＯＯＣｐＯＯ

こＣ

｡CＣＣＣ

Ｅ亡ＣＯ

例示的園

作

促し動作
☆☆☆☆ ☆?毎K:..』☆

ｇＯＣＣＯ

ｓＯ０つ０

壷
か

.ＣＯ

星ＯＥＣＣＣ

成
員
間
の
関
係
性
を
高
め
る
学
習
活
動

百屯Ｃｏｏ

っOCCCO
役割意

識を高

める学

習活動

i扇魂３鴇管鯛する技能
一
榊
銅
続
栴
湖
一
認

Ⅲ
Ｏ
Ｒ
Ｈ
Ｋ
Ｓ
Ｔ

Ｉ
ﾌﾑ故☆☆

つＣＧ③Ｇｏ

ｏＯＧｃｏ

つこ○｡

ご℃ＣＣＣＣＱＣ

.ＣＯＯ⑨｡。

ｓＣＣＯＤ⑧

ｃ○○

つＣＯＧ＠名心

二心ＣｃＱｏ

ａ垣ｃｃ⑤、

与心○こわ●

つつCC潮○ｓ

ｇＯＱ⑥｡⑥

｡○ＣＧ

つ○。。

ﾖCにＣＯ●０

7…て

金作業工程に関する態度
を高める活動

１

☆☆偶成
の
を
る

の
へ
識
め

他
員
意
高

☆ ｇＣＯ

ａＣに．gｏ

☆ CCCにＣＯ

ＣＣＧｏ

｡C００

つつ｡●臼｡

教師とのやりとり活動

生徒同士での確認活動

Ｃ垣ＯＧＯ

ＯＯこむ⑥

列示的亜

作

但し動作

昌厄に屯ＣＯ

ぴうＣ③

浜】Ｋババ

い
☆☆．☆☆ 函

》ｌ》》☆☆ 力
》》

一
一
一
》

》

１露気付け、＠
Ｖ諦開ＣＣＣ②ＣＯＥｐｅ③ｏ○・つ○③。④ｏっ｡。ＯＣＣっ＠

K指示ＣＣＣ｡Eceooごcｅｅｏcc園“｡ＯＣＣ｡､ａ
ＭｌＮ制IHj正ＯＣｏＥＣに⑨ＣＣＣ0ｺＣＯ官Ｏ

Ｙ錨H1cCe。COO。“◎こ○仁心GooooCooc⑤”CCC｡､索。

剛墨二…急::…に;竺一
．○直接的●間接的◎社会的

く学習活動の設定＞
☆は，活動の重きの置き方を示している。
作業上の役割については，題材が進むに
つれて作業工程を理解させたり知識，技
能を高めたりするような活動に中心が移
行（矢印）している。対人関係上の役割
については，二者間から小集団へとまと
まりが大きくなった活動設定になっている。

蝋静後でのやり

二者間での役割交替活
動

☆ ☆…て☆

億
一
一
ｍ
》

》
》
唖
》

幽

Ｉ間
係
高

者
関
を
る

こ
の
性
め

☆☆☆

集団内の凝集性を高める活動 ☆☆

126

ヘ 》

唖

》

》
》
一
口》》

》
工

例示的動

作

促し動作

相互選択を基にした役
割固定の協同活動

填聯溌雲鮪
活動

☆☆

（

☆☆

蛎胃織る役割固定 ﾒ影て☆

/｣架団による役割分担
できる協同活動

☆☆小集団

での生

徒相互

の関係

性を高

める

鰐諏謡競争意識 ☆☆☆，☆

雛黙請紡た

☆☆

☆☆ ☆☆＜教師のかかわり方＞
○忽◎の数は各かかわり方の頻度を示す。

☆☆Ｉ～Ⅱ段階の生徒は感情受容と説明・指
示を中心とし，Ⅲ段階の生徒には間接的
な指示が多くなりⅣ～Ｖ段階の生徒には
社会的なかかわりも見られる。（各段階

☆☆☆ごとにみていく）

繍撰喜議能
動

諾の
係甚噌
高める 繍瀞損し阜

☆☆☆☆☆☆ ☆☆☆



理解を深め見通しを持って取り組めるようになっている。対人関係上の役割についても，同

じ作業学習の仲間という意識を高めるとともに必要な指示や援助について自分から行動に移そ

うとする様子も見られてきている。つまり，知識，技能面でも生徒の実態に応じて獲得されつ
つあり，持続力や協調性なども培われつつあるといえる。

以上のような点を踏まえ，自我関与と自己の意識化の面から題材の分析並びに評価をしたい。

実践例１においては窯業コースに入って間もないということもあり，作業自体への関心は

ある程度持っていると言える。しかし，作業上の役割についてはどのような手順でどうする

のか知識的にも技能的にも高まっておらず，十分な成功感や満足感を得るに至っていないと

考える。そこで，学習活動の設定において作業上の役割を細分化した形で設定し，各生徒が

どの作業工程にも関与できるようにしてある。例えば，計量において「粘土のカット」→「計

量」という設定をしたことでＯＲも計器の読み取りは参加できないが，計量という作業を意

識して取り組めたわけである。さらに選択関係の生徒同士や作業上の役割の前後の中でやり

とりのある活動や協同，分担活動を行い，「一緒に～～をする」ということへの関心が高め

られた。つまり，そのような活動自体が他の生徒の行動を意識させ，逆に自分自身の行動に

ついても自我関与を常に持ち続けさせたと言える。加えて，教師のかかわり方も，それぞれ

の生徒の自我の発達段階や欲求，興味。関心を基に作業上の役割には，実際的に具体的な援

助や指示，説明を行い，「自分のすること」に対する意識の促しを図れたのではないかと考

える。その結果として，これまでよりも，「自分も窯業コースでこの仕事ができた」とか「○

○さんと一緒にやれた」とかいった自信が生まれるとともに，作業集団の中で参加していく

という自己の意識化が促されたと言える。

実践例２では，１での実践を基に小集団（班）という形での活動設定をしている。このこ

とはこれまでと異なり生徒たちの中にある仲間意識を刺激するとともに，班全休としての活

動への自我関与を促進させたと考える。すなわち「わたしたちの班は良かった」とか，「○

さんとだけでなく□口君や○○さんと」というかかわる対象の広がりが新奇性を持たせ，常

に自分と集団との結び付きを意識させたと言える｡また,集団全体の目標とも言える出来高

や不良品の数への意識が高まり，他の班との比較評価（例えば相手の班には負けないなど）

を意識させることで一層班に対する関与を促せた。それに伴い，教師のかかわり方も，直接

的，実際的な援助や指示などの割合も作業上の役割への理解の高まりから少なくなり，間接

的，促し的なかかわりが中心になっている。このことは，生徒自身の集団での役割意識の高

まりを認め，単に指示的，否定的にならず，生徒自身からの気付きを生み出している。その

ことがかえって，「先生は何を言っているのかな？」と考えたり，「あつそうか」という形

で生徒の「自分のすべきこと」への自我関与を促している。

このような取り組みを通して，自分は「班の中で頑張った」とか「班長だから○○にこう

言ってみよう」という小集団内での自分の位置に関する役割の意識化が図られていると考え

る。
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５まとめと今後の課題

（１）実践研究のまとめ

これまで，実践研究を研究内容の仮説に基づき，作業学習の各コースにおいて授業におけ

る検証という方法で行ってきた。各コースの集団は，生徒の能力，特性に応じてそれぞれの

様相を示したが，わたしたちのとらえたとおりに，年度当初に比べ集団としてのまとまりが

形成され，それぞれの集団内での役割が明確になりつつあるといえる。

わたしたちは，集団の状態に応じた学習活動の設定や教師のかかわり方を選択し，検討し

ながら行ったことで，生徒一人一人の役割が明確にされるとともに役割意識が高まり，その

時々において自分の内面を有効に表出する様子を導き出せた。

その一つの例として，実践例でも取り上げた窯業コースの変容についてここでは述べてみ

たい。窯業コースでは，自我の発達段階においてはＩ～Ⅱ，Ⅲ，Ⅳ～Ｖ段階のそれぞれに該

当する生徒が存在し，１～３年と他のコースと同様なグループ構成となっている。その生徒

たちを見ると，高等部での作業学習についての経験者は少なく，他の生徒とのかかわりがな

かなか持てない者が多い。年度当初の集団の様子は，やはり教師とのかかわりが中心であり，

他の生徒のことは少しは意識しているが自分からかかわっていく様子は見られなかった。機

械ろくろによる製作に入り，一通りの作業上の役割について理解させ，「湯飲みを作る」こ

とが意識付けられるようになると自分たちの窯業コースとしての集団について意識されてき

たようである。実践例の１や２のような学習活動の設定や教師のかかわり方で取り組む中で，

作業上の役割や対人関係上の役割についてそれぞれの生徒が意識を高めるようになってきた。

いろいろな作業工程に取り組めるようになるとともに，言葉掛けが定着したり，他の生徒に

教えるような場面が見られたりしてきた。これらのことは生産性の高まり，不良品も少なく

なってきていることにも現れていると考える。以下一人一人の生徒について述べたいがここ

では自我の発達段階に沿って３名の生徒の様子について述べ，かかわり合いの豊かになりつ

つあるという成果としたい。
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現在の様子１２月

･自分の打ち込みの作業に付いては工程前の生

徒の様子や教師の動きから自分で判断し取り

組むようになってきた。

｡他の生徒の動きや教師の動きを意識し援助や

指示などを受け入れるようになってきた。

･活動の手順を理解し幾つかの作業について取

り組めるようになってきた。製品の良否の判

断等もできるようになった。

･他の生徒への言葉掛けなどが定着し必要に応
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の指示と援助が必要であり，取り組んでも長

<持続しない。

･自分から他の生徒にかかわる様亨･や意識する

様子は余り見られない。

･作業学習自体が初めてであり，活動に見通し

が持てず教師や他の生徒のことを見ているこ
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･自分から他の生徒にかかわることは少なく様

子をうかがっている。教師からのかかわりを

待っているａ

年度当初の様子４．５月



多く，援助の様子も見られない。
一一一一

・作業上の役割については見通しは持っている ｡作業の全ての工程を理解していて，製品の出

来高や出来ぐあいにも関心が高まってきてい

る。

｡班長の経験などを通して必要な生徒への指示

や援助の様子が少しずつ見られるようになっ

てきている。

が具体的な手順の理解までは至っておらず，

戸惑うことがある。
＝，

･教師の言葉掛けには答えるが他の生徒に言葉

掛けをすることは少ない。一人でいることも

このように取り組んできた作業学習の中での生徒のかかわり合いはそれぞれの実態に応じ

た形で高まりつつあるといえる。また，日常の中でも自我のⅢ段階の生徒でも自分から援助

したり，「高等部だから」と言うようになり，学習や清掃のときに友達を励ましたり，注意

したりする様子も増えてきた。このようなこともわたしたちが取り組んできた実践研究の一

つの成果と考えたい。

集団の状態や役割意識の状態に応じた学習活動の設定や教師のかかわり方を視点として取

り組んだ実践研究は上記のように一応の成果を得られたと考える。このことは，役割意識を

高める指導方法として，生徒の内面に目を向けた学習活動の設定や教師のかかわり方が有効

であったと言える。同時に適切な学習活動の設定や教師のかかわり方は生徒の自我関与や自

己の意識化を促し，かかわり合いを豊かにするという仮説の実証とも言える。そして，何よ

りも生徒一人一人の集団での状態を把握していくということを基本として，教師が単に指導

的にかかわるのではなく，生徒一人一人の能力や特性等を最大限に発揮させるべきかかわり

の基本的な在り方をある程度明確にできたのではないかと考える。

(2)今後の課題

わたしたちは，一人一人の生徒に目を向けながらも集団全体がかかわり合いの豊かなもの

になって欲しい，将来の生活の中での集団でも状況に応じてかかわれるようになって欲しい

という願いの下に研究を進めてきた。そして学習活動の設定や教師のかかわり方という手立

てを探り，作業学習の実践へと結び付けることができた。しかし，その一方まだまだ明らか

にしていかなければならないことも残されている。その課題については次のようにまとめら

れ，今後も実践しながら明らかにしていきたいと考えている。

。生徒の集団に対する認識の過程などを明確にする。

。作業学習における役割としてとらえた作業上の役割と対人関係上の役割の関係を整理して

いき，どのような指導が望ましいかを更に明らかにする。

°評価の在り方や研究方法の検討

・作業上の役割については見通しは持っている

が具体的な手順の理解までは至っておらず，

戸惑うことがある。

。教師の言葉掛けには答えるが他の生徒に言葉

掛けをすることは少ない。一人でいることも

多く，援助の様子も見られない。
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